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賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

　
能
登
半
島
沖
地
震
の
被
災
状
況
か
ら
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
す
る
た
め
補
助
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
緊
急
輸
送
路
の
沿
道

に
あ
る
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
費
、
危
険
性
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

議 案 第
44
号 補 正 予 算 を 可 決

　６月定例会の一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に３億2,769万円を追加し、予算の総額は119億
3,869万円となりました。
　審議では、さまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。

６月定例会
　６月定例会は、６月４日から６月18日までの15日間の会期で開きました。
　本会議初日は、専決処分の承認４件、条例の一部改正２件、指定管理者の指定期間の変更について１件、
農業委員の任命14件、一般会計補正予算１件を原案どおり可決したほか、２件の報告がありました。最終日
には、陳情２件について、いずれも「趣旨了承」と決しました。
　一般質問は13人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

賛成多数で可決

　
能
登
半
島
沖
地
震
の
被
災
地
支
援
に
派
遣
し
た
職
員
の

確
認
状
況
か
ら
、
緊
急
で
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

・�

防
災
対
策
等
事
務
事
業
で
は
、
個
人
の
備
蓄
体
制
を
推

進
、
自
助
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
神
奈
川
県
の
補
助

金
を
活
用
し
、
防
災
セ
ッ
ト
（
非
常
食
・
非
常
用
ト
イ

レ
）
を
町
で
購
入
。
町
民
へ
安
価
で
売
払
い
を
計
画
す

る
も
の
で
す
。

・�

防
災
設
備
維
持
管
理
事
業
で
は
、
災
害
用
給
水
タ
ン
ク

を
購
入
し
、
断
水
時
の
給
水
体
制
の
強
化
を
図
る
も
の

で
す
。

　

�　
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

補
助
の
補
助
率
を
上
げ
る

か
、
件
数
を
増
や
す
の
か
。

　

�　

緊
急
輸
送
路
（
14
路

線
）
確
保
の
た
め
、
件
数

を
増
や
す
。
一
定
の
高
さ

問答

質 

疑

質 

疑

増増

耐
震
改
修
促
進
事
業�

４
２
６
万
円

防
災
対
策
等
事
務
事
業�

６
０
５
万
円

防
災
設
備
維
持
管
理
事
業�

５
２
７
万
円

の
建
物
は
補
助
率
増
を
行
う
。

　

�　
14
路
線
で
何
件
か
。
ま

た
補
助
率
は
。

　

�　
14
路
線
で
16
件
。
補
助

率
を
拡
充
し
た
い
。

　

�　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
で
30
万

円
は
何
件
分
か
。

問答問

　

�　

２
件
分
で
あ
る
。

　

�　
幹
線
道
路
16
号
は
途
中

で
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た

ブ
ロ
ッ
ク
撤
去
の
件
数
含

め
、
金
額
が
少
な
い
。

　

�　
件
数
的
に
大
分
少
な
い

が
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
等
の

問
題
も
あ
り
、
一
つ
一
つ

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

�　
当
初
予
算
で
は
５
、
６

件
だ
が
、
今
回
30
件
、
他

検
討
は
。

答問答問
　

�　
簡
易
ト
イ
レ
等
備
蓄
に

関
し
て
、
女
性
目
線
の
備

蓄
は
。

　

�　
先
の
地
震
で
職
員
を
派

遣
し
、
現
地
で
何
が
一
番

大
事
か
の
判
断
で
ト
イ

レ
・
水
と
し
た
。
必
要
あ

れ
ば
、
追
加
で
補
正
予
算

を
計
上
し
た
い
。

問答

　

�　
防
災
セ
ッ
ト
売
払
い
で

町
民
の
反
応
は
。

　

�　
新
聞
２
紙
で
取
上
げ
ら

れ
、
い
つ
か
ら
販
売
す
る

の
か
な
ど
反
響
は
大
き
い
。

　

�　
給
水
タ
ン
ク
の
運
搬
は
。

　

�　
西
湘
管
工
事
業
協
同
組

合
・
大
磯
建
設
協
会
と
の

災
害
時
の
協
定
で
対
応
す

る
。

問答問答
　

�　
「
大
磯
町
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
は
令
和
５
年
度

ま
で
の
期
間
だ
っ
た
た
め
、

1
年
間
延
伸
。
緊
急
輸
送

路
他
、
住
宅
密
集
地
等
、

面
的
に
考
え
た
い
。

　

�　
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
率
は
。

　

�　
耐
震
診
断
で
、
家
の
高

さ
が
一
定
以
上
は
９
／
９

（
10
割
）
。
そ
れ
以
外
は

８
／
９
の
補
助
。

答問答
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賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
（
太
鼓
・
音
響
機
器
等
）
の
整

備
に
係
る
助
成
金
で
す
。

　

�　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
自
治

会
）
推
進
事
業
の
内
容
は
。

　

�　
高
麗
区
自
治
会
か
ら
の

申
請
で
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
音

響
セ
ッ
ト
、
炊
き
出
し
鍋
、

太
鼓
の
３
点
の
購
入
を
助

成
す
る
。

　

�　
１
７
０
万
円
の
宝
く
じ

助
成
金
は
今
年
だ
け
か
。

　

�　
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く

じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
で

過
去
か
ら
あ
っ
た
。
今
年

は
高
麗
区
自
治
会
か
ら
の

申
請
が
該
当
と
な
っ
た
。

　

�　
区
長
連
絡
協
議
会
に
開

示
し
て
高
麗
地
区
と
な
っ

た
の
か
。

　

�　
他
地
区
か
ら
も
申
請
が

あ
っ
た
が
、
総
額
が
１
０

０
万
円
に
至
ら
な
か
っ
た

た
め
、
該
当
し
な
か
っ
た
。

問答問答問答

質 

疑

増

増

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
自
治
会
）

　

推
進
事
業

１
７
０
万
円

低
所
得
者
支
援
及
び
定
額

減
税
補
足
給
付
金
給
付
事
業

�

３
億
２
７
７
万
円

　

�　
今
ま
で
の
区
長
連
絡
協

議
会
で
、
合
計
で
１
０
０

万
円
を
超
え
な
け
れ
ば
申

請
で
き
な
い
等
の
説
明
は

な
か
っ
た
の
で
は
。

　

�　
今
後
は
地
域
の
交
流
・

通
い
の
場
で
も
利
用
可
能

な
ど
、
区
長
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
く
。

　

�　
申
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

�　
令
和
５
年
10
月
30
日
の

申
請
、
令
和
６
年
３
月
22

日
決
定
で
、
当
初
予
算
に

間
に
合
わ
ず
、
補
正
予
算

と
な
っ
た
。

問答問答

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
低
所
得
者
支
援
及
び

定
額
減
税
補
足
給
付
金
が
２

億
８
８
０
０
万
円
で
す
。
そ

の
他
、
特
設
窓
口
対
応
等
業

務
委
託
料
、
会
計
年
度
任
用

職
員
報
酬
、
共
同
シ
ス
テ
ム

負
担
金
、
消
耗
品
・
印
刷
製

本
費
の
合
計
で
す
。

　

�　
令
和
５
年
度
か
ら
の
給

付
事
業
に
加
え
、
新
た
な

給
付
と
な
る
が
、
い
つ
ご

ろ
に
な
る
の
か
。

　

�　
対
象
と
な
る
世
帯
や
個

人
に
対
し
て
、
８
月
中
旬

に
通
知
を
発
送
し
、
９
月

末
を
期
限
に
申
請
し
て
い

た
だ
く
。
書
類
不
備
等
の

確
認
の
後
、
申
請
か
ら
１

か
月
ほ
ど
で
給
付
予
定
で

あ
る
。

　

�　
申
請
し
な
い
と
給
付
を

受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

　

�　
申
請
書
を
送
り
提
出
し

て
い
た
だ
く
。

　
�　

該
当
者
へ
知
ら
せ
る
方

法
は
。

　

�　

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
の

ほ
か
民
生
委
員
に
も
情
報

提
供
し
徹
底
す
る
。

問答問答問答

質 

疑

令和６年度一般会計補正予算の主な内容
歳　入 補正額

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 3億277万円
財政調整基金繰入金 1,127万円
市町村地域防災力強化事業費補助金 562万円
子ども・子育て支援事業費補助金 290万円
コミュニティ助成事業助成金 170万円
防災セット売払収入 150万円

歳　出 補正額
低所得者支援及び定額減税補足給付金給付事業 3億277万円
防災対策等事務事業 605万円
防災設備維持管理事業 527万円
耐震改修促進事業 426万円
コミュニティ（自治会）推進事業 170万円
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賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

反
　
対

鈴
木
京
子

議
員

　指定管理者ありきの施設を指定
管理者が自分たちで設計までして、
それを町が設備負担までしている。

石
川
則
男

議
員

　建物だけでなく、設備も町がす
べて負担している。
　指定管理者から４回も延長の話
があったと聞いたが、説明もな
かった。

鈴
木
た
ま
よ議

員

　本当に地域の賑わい創出施設に
なっているのか。
　賑わい創出を考えるのであれば
コロナの影響の期間も考慮すべき
である。

庄
子
幸
太議

員

　契約に当初から瑕疵があったと
考えざるを得ず、公募業者と真剣
に話合いが行われたか非常に疑問
である。

賛
　
成

亀
倉
弘
美議

員

　違和感もあるが、第一次産業を
盛り上げることを考えると、取組
みが途中で途切れてしまうことに
不安を覚える。

お
か
み
ゆ
き議

員

　地域住民の方たちのお声がある
のも事実だが、官民連携で進行中
の運営を継続し、核としたまちづ
くりを築き上げることが重要であ
る。

　
県
外
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害
の
被
災
地
で
の
支
援
活
動

に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
、
「
災
害
復
旧
等
従
事
手
当
」
を

支
給
す
る
た
め
、
規
定
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
国
が
定
め
る
「
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
」
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
規
定
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　

�　
女
性
職
員
が
行
く
の
も

同
じ
金
額
か
。

　

�　
同
様
で
あ
る
。

　

�　
支
給
は
前
払
い
さ
れ
る

の
か
。

　

�　
現
段
階
で
は
想
定
し
て

い
な
い
。

　

�　
国
や
県
か
ら
の
要
請
が

あ
っ
た
場
合
の
派
遣
に
対

し
て
の
支
給
か
。

　

�　
町
独
自
の
判
断
の
中
で

派
遣
す
る
場
合
も
あ
る
。

問答問答問答

　

�　
議
会
が
否
決
し
た
場
合

は
ど
う
な
る
か
。

　

�　
指
定
管
理
者
が
い
な
い

状
態
に
な
り
難
し
い
状
況

に
な
る
。

　

�　

契
約
延
長
は
な
ぜ
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
。

も
っ
と
早
め
に
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　
�　

選
定
委
員
会
で
の
中
間

評
価
や
法
的
面
で
の
解
釈

等
の
確
認
も
あ
っ
た
。

　

�　
法
的
面
で
の
弁
護
士
の

見
解
は
。

　

�　
指
定
管
理
者
が
受
け
る

損
失
を
町
が
負
担
せ
ざ
る

を
得
な
い
可
能
性
は
あ
る

と
の
見
解
で
あ
る
。

　

�　
施
設
運
営
の
た
め
の
設

備
投
資
は
町
が
準
備
し
た

記
憶
が
あ
る
。
設
備
投
資

に
は
何
が
あ
っ
た
か
。

　

�　
減
価
償
却
に
値
す
る
機

材
、
器
具
な
ど
で
あ
る
。

問答問答問答問答

大
磯
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　

す
る
条
例�

　

全
会
一
致
で
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

�

　

賛
成
多
数
で
可
決

大
磯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

�

　

全
会
一
致
で
可
決

議 案 第
27
号

議 案 第
29
号

議 案 第
28
号

質 

疑

質 

疑

質 

疑

　

�　
条
例
改
正
の
影
響
を
受

け
る
施
設
は
あ
る
か
。

　

�　
町
内
に
影
響
を
受
け
る

施
設
は
な
い
。

問答
　

�　
県
内
で
要
請
が
あ
っ
た

場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
か
。

　

�　
支
給
は
発
生
し
な
い
。

　

�　
出
発
し
た
日
も
支
給
対

象
に
な
る
の
か
。

　

�　
職
員
に
有
利
な
形
で
考

え
て
い
き
た
い
。

　

�　
支
給
さ
れ
る
金
額
は
、

全
国
で
差
が
発
生
し
な
い

か
。

　

�　

条
例
上
は
全
国
で
差
は

な
い
が
、
様
々
な
状
況
を
確

認
し
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

　
大
磯
港
賑
わ
い
創
出
施
設
（O

ISO
 C

O
N

N
EC

T

）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
の
遅
延
に
よ
り
、
現
行

の
指
定
期
間
を
１
年
延
長
し
、
「
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

�　
金
額
の
か
さ
む
も
の
は

町
が
支
給
し
、
優
遇
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

　

�　
指
定
管
理
費
は
、
食
券

等
の
券
売
機
な
ど
運
営
に

か
か
る
費
用
と
し
て
減
価

償
却
費
が
必
要
で
あ
る
。

　

�　
ど
の
く
ら
い
の
金
額
を

負
担
し
て
い
る
か
。

　

�　
指
定
管
理
者
の
償
却
資

産
額
は
２
０
０
０
万
円
以

上
に
な
る
。

問答問答

　

�　
漁
協
施
設
解
体
工
事
が

遅
れ
た
理
由
は
。

　

�　
解
体
す
る
に
あ
た
っ
て
、

図
面
等
が
な
く
地
中
の
状

態
を
把
握
、
確
認
す
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

�　
期
間
延
長
の
要
望
は
い

つ
届
い
た
の
か
。

　

�　
令
和
２
年
１
月
が
最
初

で
、
以
降
４
回
に
わ
た
っ

て
受
け
て
い
る
。

問答問答

　

�　
漁
業
組
合
と
の
建
物
の

所
有
関
係
は
。

　

�　
大
磯
町
が
施
設
全
体
を

所
有
し
て
い
る
。

　

�　
経
営
状
況
を
改
善
す
る

た
め
の
１
年
延
長
か
。

　

�　
経
営
状
況
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
事
業
計
画
の

５
年
間
の
公
募
条
件
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

問答問答

討 論
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賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

救助工作車� 【2月12日】高規格救急自動車� 【3月3日】

事故発生
状況図

事故発生
状況図

第12分団
詰所

国府分署

農協テント
誘導員
救急車
相手方

消
防
用

身
障
者
等
用

駐
車
区
画

損害賠償額　５０万6,８１４円

給油設備
救助工作車

誘導員

洗車車両

損害賠償額　20万２００円

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

　

全
会
一
致
で
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例�　
全
会
一
致
で
可
決

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

４
議
案
を
可
決

議 案 第
23
号

議 案 第
24
号

改
正
内
容

（
１
）
令
和
６
年
度
税
制
改

正
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
個
人
町
民
税
の
定

額
減
税
に
関
連
し
、
規
定
の

整
備
を
行
っ
た
。

（
２
）
用
途
変
更
宅
地
等
に

対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税

の
経
過
措
置
が
３
年
間
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
規
定
の

整
備
を
行
っ
た
。

　
令
和
６
年
３
月
30
日
に
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
係
る
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
大
磯
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
施
行
日
は
令
和
６
年
４
月
１
日
。

改
正
内
容

　
令
和
５
年
度
の
経
済
動
向

等
を
踏
ま
え
、
国
民
健
康
保

険
税
の
５
割
軽
減
及
び
２
割

軽
減
の
適
用
を
受
け
て
い
る

世
帯
が
当
該
軽
減
対
象
か
ら

外
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

軽
減
判
定
所
得
額
の
引
き
上

げ
を
行
い
低
所
得
者
の
国
民

健
康
保
険
税
負
担
の
軽
減
を

図
っ
た
。

　

�　
定
額
減
税
の
実
務
を
行

う
地
方
自
治
体
の
負
担
が

相
当
重
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
報
道
が
あ
る
が
。

　

�　
定
額
減
税
に
該
当
す
る

皆
さ
ま
を
抽
出
し
、
減
税

額
を
計
算
す
る
こ
と
や
、

問答

　

�　
５
割
と
２
割
軽
減
の
賦

課
限
度
額
改
正
に
よ
る
影

響
世
帯
数
と
金
額
は
。

　

�　
５
割
軽
減
対
象
は
５
２

０
世
帯
で
人
数
は
８
３
４

人
、
２
割
軽
減
は
５
１
５

世
帯
で
人
数
は
８
８
６
人
。

問答

質 

疑

総
額
で
約
97
万
円
保
険
税

収
入
が
少
な
く
な
る
試
算

で
あ
る
。

　

�　
保
険
税
算
出
の
影
響
は
。

　

�　
今
ま
で
５
割
軽
減
の
方

は
５
割
の
ま
ま
に
な
る
様

な
制
度
改
正
で
あ
る
。

　

�　
保
険
税
事
業
が
前
年
度

比
約
２
億
減
少
し
て
い
る

が
。

　
�　

被
保
険
者
数
の
減
少
が

最
大
の
原
因
で
あ
る
。
年

齢
が
75
歳
に
な
る
と
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
方
に

変
わ
り
減
少
、
社
会
保
険

制
度
の
改
正
に
よ
り
減
少

し
て
い
る
。

問答問答

　

�　
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
必
要
な
装
置
は
な
い

の
か
。

　

�　

確
認
に
は
サ
イ
ド
ミ

ラ
ー
が
つ
い
て
い
る
が
、

確
認
が
不
足
し
て
い
た
。

　

�　

誘
導
員
は
１
名
で
良

か
っ
た
の
か
。

　

�　
給
油
活
動
中
に
救
急
出

動
事
態
が
起
き
た
場
合
、

出
動
で
き
る
人
員
を
一
人

で
も
多
く
確
保
し
て
お
き

た
い
た
め
で
あ
る
。

　

�　
運
転
手
の
勤
務
状
況
で

超
過
勤
務
等
問
題
は
な

か
っ
た
か
。

　

�　
前
日
は
非
番
で
あ
っ
た
。

当
然
運
転
前
に
体
調
の
確

認
や
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
等
行
っ
て
い
る
。

　

�　
代
車
費
用
は
何
日
分
か
。

　

�　
14
日
分
で
あ
る
。

問答問答問答問答

質 

疑

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込

ま
れ
る
方
に
対
す
る
調
整

給
付
金
の
支
払
い
実
務
等

が
相
当
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

　

�　
今
回
は
１
年
限
り
か
。

　

�　
今
年
度
限
り
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

　

�　
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
検
討

は
さ
れ
て
い
る
か
。

　

�　
い
ろ
い
ろ
な
形
で
国
か

ら
下
り
て
く
る
た
め
、
事

前
準
備
が
出
来
て
い
な
い
。

　

�　
５
月
24
日
付
の
固
定
資

産
税
の
課
税
誤
り
と
固
定

資
産
税
の
経
過
措
置
の
延

長
は
関
係
な
い
の
か
。

　

�　
直
接
の
関
係
は
な
い
。

問答問答問答

　
令
和
６
年
３
月
30
日
付
け
で
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
大
磯
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
施
行
日
は
令
和
６
年
４
月
１
日
。

損
害
賠
償
２
議
案

�

　

全
会
一
致
で
可
決

議 案 第
26
号

第
25
号

　
令
和
６
年
２
月
12
日
及
び
３
月
３
日
に
発
生
し
た
物
損
事

故
に
伴
い
、
早
急
な
賠
償
を
実
施
す
る
た
め
、
専
決
処
分
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。
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賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

報 告 第
１
号

　
地
方
自
治
体
の
予
算
は
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日
を
１
つ
の
会
計
年
度
と
し

て
、
年
度
内
の
歳
出
に
は
そ
の
年
の
歳
入
を
充
て
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
が
、

経
費
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
場
合
は
翌
年
度
に
繰
り
越
せ
ま
す
。

こ
れ
を
「
繰
越
明
許
費
」
と
呼
び
、
議
会
の
議
決
を
要
し
、
翌
年
度
に
、
法
令
に

基
づ
き
議
会
へ
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
事
業

　
土
地
開
発
公
社
は
昭
和
49
年
、
町
の
出
資
に
よ

り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
整
備
な
ど
に
必
要
な

土
地
（
公
共
用
地
）
の
取
得
・
管
理
・
処
分
な
ど

を
行
い
ま
す
。
原
資
は
土
地
開
発
基
金
で
す
。

報 告 第
２
号

大
磯
町

土
地
開
発
公
社
の

�

経
営
状
況
報
告

　
農
業
委
員
の
役
割
は
①
農
業
者
の
発
言
代
表
と

「
地
域
の
世
話
役
」
活
動
、
②
農
地
行
政
の
適
正

な
見
回
り
役
、
③
担
い
手
農
家
の
支
援
と
新
規
就

農
相
談
の
窓
口
で
す
。
任
期
は
８
月
25
日
か
ら

３
年
間
。

農
業
委
員
会
新
委
員

�

14
名
の
任
命
に
同
意

〜

議 案 第
30
号

議 案 第
43
号

質 

疑
　

�　
町
が
公
社
か
ら
買
戻
し

た
土
地
の
利
活
用
等
見
え

る
化
が
必
要
と
思
う
が
。

　

�　
公
売
等
し
て
い
る
が
買

い
手
が
つ
か
ず
に
残
っ
て

い
る
。
町
の
財
産
の
有
効

活
用
に
向
け
検
討
し
た
上

で
方
向
性
を
示
し
た
い
。

　

�　
毎
年
「
解
散
し
て
は
」

と
意
見
が
あ
り
、
見
直
し

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
消

防
庁
舎
移
転
に
あ
た
っ
て

公
社
は
必
要
か
。

　

�　

公
共
施
設
建
設
に
あ

た
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
起

債
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
有
利

な
財
源
措
置
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
公
社
が
い
っ
た
ん

土
地
買
収
の
窓
口
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
公
社

の
役
割
は
あ
る
と
考
え
る
。

問答問答

※
中
立
的
立
場

　
農
地
の
賃
借
・
売
買
の
許
可
決
定
等
、
公
正
・
公
平

な
判
断
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
非
農
業
従
事
者
を

１
名
以
上
入
れ
る
こ
と
が
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

青あ
お

木き

貞さ
だ

治は
る  

氏

石い
し

井い

雅ま
さ

浩ひ
ろ  

氏

加か

藤と
う

敏と
し

郎ろ
う  

氏

鈴す
ず

木き

洋よ
う

有じ  

氏　
※

竹た
け

内う
ち

裕ゆ
う

一い
ち  

氏

戸と

塚づ
か

昭あ
き

雄お  

氏

仲な
か

出い
で

川が
わ

治は
る

幸ゆ
き  

氏

平ひ
ら

原は
ら

則の
り

子こ  

氏　
※

守も
り

屋や

智さ
と
し  

氏

安や
す

池い
け

幸ゆ
き

子こ  

氏

栁や
な
ぎ

田だ

進す
す
む  

氏

山や
ま

口ぐ
ち

秀ひ
で

雄お  

氏

吉よ
し

川か
わ

幸ゆ
き

夫お  

氏

渡わ
た

邊な
べ

康や
す

弘ひ
ろ  

氏

令和5年度　大磯町土地開発公社 事業概要
公有地先行取得事業 なし 公有地処分状況 なし
公有地期末保有状況
（期末残高）

大磯駅前自転車駐車場等整備事業外８事業用地� 8,056.57㎡
総額� 688,351,001円

基金からの借入金 なし 基金への償還 なし

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

戸籍住民基本台帳運
営事務事業 690万円 行政のデジタル化推進にあたりシステム改修作

業に必要な国の標準仕様書提示が遅れたため。

第２次低所得世帯支
援給付金給付事業 1,770万円

物価高騰による低所得世帯への負担軽減のため
の給付及び取りまとめについて、年度をまたい
で行う必要があるため。

低所得者支援及び定
額減税補足給付金給
付事業

9,757万円
デフレ完全脱却に向けた措置としての低所得者
支援及び定額減税の給付及び取りまとめについ
て、年度をまたいで行う必要があるため。

待機児童対策事業 698万円
認定こども園移行までの待機児童対策として、�
小規模保育施設の開設事業費を計上したが、年度
内に完了しなかったため。（６月１日に開園済み）

大磯町立幼稚園認定
こども園移行事業 196万円

大磯幼稚園の認定こども園移行について、用地
の境界確定に必要な測量調査が年度内に完了し
なかったため。

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業
（その３）

139万円 ワクチン接種事業が年度内に終了しなかったた
め。

橋りょう長寿命化修
繕事業
（日吉跨線橋）

3,151万円
日吉跨線橋の長寿命化に使う部材の発注が、令
和6年1月のＪＲ東日本との協議後となり、年
度内に完了しなかったため。

幹線21号線整備事業
（国府橋架替え） 2,991万円

迂回路確保やバス事業者との調整、地域への周
知等に日数を要した他、県の出来形認定が遅れ
町負担額の確定も遅れたため。

� 金額は、1万円未満を四捨五入
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補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

賛
否
結
果
・
陳
情

みなさんの陳情はこうなりました。
番
号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
1
号

子どもたちに豊かな学びを
保障するために、教職員定
数改善と教育予算の増額、
義務教育費国庫負担制度の
堅持・拡充を求める陳情

中地区教職員組合
執行委員長
大津　敦

35人学級を計画的に進め、中学校での引き下
げを早急に実施、30人学級を検討。教職員の
定数改善を推進すること。国庫負担制度の負
担割合を２分の１に復元することを望む。

福祉
文教

まず大磯町としてでき
ることから進めるべき

趣旨了承
＊（委員長裁決）

第
2
号
西小磯の携帯電話中継基地
局に関する陳情書

添田　啓子
村越　史子

西小磯に設置した携帯電話中継基地局につい
て、近隣住民に向けて住民説明会を開催する
よう、町から株式会社楽天モバイルに対して
要求することを求める。

総務
建設

令和４年に同様の陳情
を採択した後の行政の
対応をまずはフォロー
していくべき
趣旨了承（賛成多数）

第
3
号
「地方自治法改正案」への
意見書提出についての陳情 半田　志野

地方自治の本旨に基づき地方公共団体の団体
自治や住民自治を制限するような地方自治法
改正を行わないよう、政府に対して意見書の
提出を求める。

― 机上配布

＊は同数により委員長裁決で趣旨了承とした。
※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。
　趣旨了承：「願意は理解できるが、実現性の面で確信がもてない」といった場合に採られる決定の方法。
どなたでも請願書（議員の紹介が必要）や陳情書を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。

議
案
番
号

� 議員名（議席順）

議　　案

二
宮
加
寿
子

橋
本
　
秀
彦

鈴
木
た
ま
よ

亀
倉
　
弘
美

玉
虫
志
保
実

竹
内
恵
美
子

鈴
木
　
京
子

石
川
　
則
男

清
田
　
文
雄

髙
橋
　
英
俊

毛
利
　
泰
輔

お
か
み
ゆ
き

庄
子
　
幸
太

吉
川
　
重
雄

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

23 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

５
24 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
25 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
26 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

27 大磯町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

４28 大磯町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

29 指定管理者の指定期間の変更について ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ― 可決
30 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

６

31 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
32 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
33 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
34 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
35 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
36 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
37 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
38 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
39 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
40 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
41 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
42 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
43 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

44 令和６年度大磯町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決 2・3

○は賛成　　●は反対　　―は議長が賛否に加わっていない

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議案はこちら



第219号　2024/7
8おおいそ議会だより

補
正
予
算
・
議
案
審
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報
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賛
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議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

令和５年度 政務活動費の収支報告
　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12万円を交
付しています。
　議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払ったことを
証する領収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
　また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

（単位：円）

議員氏名 収入額
（交付額）

支　　　　出　　　　額
収支差引額
（残余額） 主な支出内容①調査旅費

及び研修費
②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

飯田　修司 40,000 7,494 7,494 32,506 ②新聞購読料

石川　則男 80,000 166,767 33,525 10,132 210,424 0

①旅費、研修会参加費②資
料購入代（地図・議員必携・
情報公開ほか）③広報紙発
行費（郵送料）

今井　　茂 40,000 18,400 18,400 21,600 ②新聞購読料

おかみゆき 80,000 3,735 47,350 33,505 84,590 0 ①燃料代（旅費）②新聞購読料③広報紙発行費

奥津　勝子 40,000 16,800 16,849 8,952 42,601 0 ②新聞購読料③チラシ発行費④インク代

亀倉　弘美 80,000 60,857 41,660 102,517 0 ①旅費、研修費②新聞購読料

柴崎　　茂 40,000 16,849 16,849 23,151 ③チラシ発行費

庄子　幸太 120,000 56,940 5,085 25,497 87,522 32,478
①旅費、研修費ほか②資料
購入代（議員必携ほか）③
広報費（印刷物作成）

鈴木　京子 120,000 44,400 83,083 127,483 0 ②新聞購読料③広報紙発行費

鈴木たまよ 120,000 52,697 37,196 31,345 121,238 0
①旅費、研修費②新聞購読
料・書籍購入③広報紙発行
費

清田　文雄 120,000 84,580 16,849 101,429 18,571
②新聞購読料、資料購入代
（書籍・会議録）③チラシ
発行費

髙橋　英俊 120,000 3,085 16,849 19,934 100,066 ②資料購入代（議員必携）③チラシ発行費

竹内恵美子 120,000 28,695 135,931 164,626 0 ②資料購入代（会議録）③広報紙発行費

玉虫志保実 80,000 3,000 11,815 68,805 83,620 0
①研修会参加費②資料購入
代（書籍・議員必携・情報
公開）③広報紙発行費

二宮加寿子 120,000 96,700 16,849 11,164 124,713 0
②新聞購読料・会議録代ほ
か③チラシ発行費④会議
ノート、文具代ほか

橋本　秀彦 80,000 0 80,000

毛利　泰輔 80,000 38,400 38,400 41,600 ②新聞購読料

吉川　重雄 120,000 52,380 154,000 800 207,180 0 ②新聞購読料③広報費（掲載料）④会議ノート

渡辺　順子 40,000 16,849 16,849 23,151 ③チラシ発行費

※掲載は50音順です。
※�令和５年度は議会議員の改選がありましたので、交付額は在職月数によって、４万円、８万円、12万円となっています。
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議
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報
告
会

一
般
質
問

　
　
明
治
９
年
か
ら
人
力
車

の
普
及
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

背
景
も
あ
る
こ
と
か
ら
点
と

点
を
結
び
、
経
済
循
環
の
向

上
の
一
つ
と
し
、
大
磯
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
・
旧
吉
田
茂

邸
・
明
治
記
念
大
磯
邸
園
を

結
び
官
民
連
携
の
観
光
振
興

へ
向
け
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
関
係
す
る
と
こ
ろ
へ
提

案
し
潤
い
づ
く
り
協
議
会
の

中
で
実
現
性
も
含
め
検
討
。

　
　
昭
和
29
年
か
ら
35
年
ま

で
の
７
年
間
大
磯
カ
ー
ニ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
た
。
地
域
全

体
で
盛
り
上
が
り
、
見
る
だ

け
の
仮
装
大
会
で
は
な
く
家

族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
こ
と

に
意
義
が
あ
り
、
地
域
参
画

と
し
て
作
り
上
げ
る
祭
り
が

問答問

大
磯
ら
し
さ
と
感
じ
る
が
町

と
し
て
取
組
み
は
い
か
が
か
。

　
　
全
て
実
現
す
る
の
は
難

し
い
が
、
観
光
資
源
や
地
域

資
源
を
生
か
し
町
の
雰
囲
気

に
マ
ッ
チ
し
た
賑
わ
い
と
し

て
、
潤
い
づ
く
り
協
議
会
を

中
心
に
提
案
内
容
を
繋
げ
て

い
き
た
い
。

　
　
パ
ラ
サ
ー
フ
ィ
ン
、
車

椅
子
障
が
い
者
の
高
校
生
か

ら
大
磯
の
海
で
泳
ぎ
た
い
と

い
う
思
い
を
叶
え
た
い
。
海

水
浴
場
の
開
設
者
で
あ
る
大

磯
町
は
、
こ
の
取
組
み
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

　
　
関
係
各
所
と
調
整
を
進

め
実
現
に
向
け
て
町
と
し
て

協
力
し
て
い
く
。

答問答

地域参画の取組みは

町として協力していく

誰一人残さない地域共生社会を目指して

おか みゆき

町政のここが聞きたい
一 般 質 問

６月11日・12日に13人の議員から24問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・DVD（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】

地域参画のまちづくりは？

マイナ保険証は？

庁舎の防災減災は？

いじめ問題は？

ゼロカーボンシティの取組みは？

職員の働き方改革は？

幼児教育から義務教育の接続は？

海水浴場のにぎわいは？

地域コーディネーターとは？
漁業振興対策は？

こども誰でも通園制度は？
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二
酸
化
炭
素
排
出
問
題

は
待
っ
た
な
し
。
今
で
き
る

こ
と
は
何
か
。

　
　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

の
削
減
に
つ
い
て
は
、
森
林

吸
収
源
対
策
や
省
エ
ネ
ル
ギ 

ー
対
策
は
重
要
な
取
組
み
だ

と
思
う
。
森
林
や
緑
地
環
境

の
適
切
な
保
全
や
維
持
管
理

を
し
て
い
く
た
め
に
は
よ
り

専
門
的
な
知
識
や
経
験
の
力

を
行
政
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
森
林
吸
収
源
対
策
は
進

む
の
だ
と
思
う
。
ま
た
、
ご

み
減
量
化
の
取
組
み
も
大
変

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
進
捗
状
況
を
実
感

で
き
る
取
組
み
で
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

　
　
大
磯
町
に
は
緑
を
最
大

限
に
生
か
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

　
　
現
状
の
数
値
で
は
目
標

達
成
は
大
変
困
難
な
状
況
に

あ
る
と
思
う
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
省
エ
ネ
ル
ギ 

ー
対
策
、
ご
み
減
量
化
へ
の

取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
町
の
貴
重
な
地
域
資

源
と
な
る
緑
を
次
世
代
に
残

し
て
い
く
た
め
の
取
組
み
を

つ
な
げ
て
い
き
な
が
ら
、
森

林
吸
収
源
対
策
と
な
る
緑
地

保
全
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
緩
和
削
減
へ
の
取
組

み
を
、
町
民
や
事
業
者
へ
の

周
知
啓
発
な
ど
も
含
め
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問答

ゼロカーボンシティは
　　　　　　　実現可能か

出来ることを取り組む

かながわ気候変動WEBより

鈴木 たまよ

　
　
町
長
は
就
任
以
来
い
じ

め
問
題
の
関
係
者
に
対
し
て
、

そ
の
取
組
み
を
阻
害
す
る
よ

う
な
発
言
、
行
動
は
な
か
っ

た
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い

か
。　

　
　
　
私
は
、
調
査
は
早
く
、

結
果
は
速
や
か
に
と
教
育
委

員
会
に
は
お
願
い
を
し
て
い

る
。　

　
　
阻
害
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
は
い
。

　
　
本
件
で
被
害
児
童
・
被

害
児
童
保
護
者
へ
の
学
校
現

場
で
の
初
期
対
応
、
被
害
者

に
よ
る
情
報
開
示
請
求
、
重

大
事
態
に
至
っ
た
経
緯
等
、

今
ま
で
の
動
き
の
中
で
学
校

現
場
、
教
育
委
員
会
の
対
応

問町
長

問町
長

問

は
正
し
か
っ
た
と
い
う
認
識

は
お
持
ち
か
。

　
　
　
　
当
時
の
学
校
長
及

び
教
職
員
、
教
育
委
員
会
の

取
っ
た
対
応
は
不
十
分
で

あ
っ
た
。
解
決
に
向
け
も
っ

と
組
織
的
な
対
応
を
す
べ
き

で
あ
っ
た
。

　
　
部
長
、
あ
な
た
の
言
動

は
複
数
の
議
員
が
聞
い
て
い

る
。
あ
な
た
は
被
害
児
童
保

護
者
に
対
し
て
、
侮ぶ

蔑べ
つ

す
る

よ
う
な
発
言
を
し
た
か
。

　
　
私
の
認
識
の
中
で
は
、

そ
の
よ
う
な
発
言
は
な
い
。

教
育
長

問答

町立小学校のいじめ
　　　　　　問題について

大磯町の対応は不十分

大磯町立小学校

清田 文雄



第219号　2024/7
11 おおいそ議会だより

補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

　
　
被
害
児
童
が
「
死
に
た

い
」
と
い
う
ほ
ど
被
害
児
童

を
追
い
込
ん
だ
責
任
は
。

　
　
　
就
任
す
る
前
に
事
実

関
係
と
し
て
は
様
々
な
も
の

が
終
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
当
時
教
育
長
で
は

な
か
っ
た
が
、
保
護
者
は
心

を
さ
ぞ
か
し
痛
め
た
こ
と
と
、

ま
た
お
子
様
に
つ
い
て
も
胃

が
痛
く
な
っ
た
り
、
様
々
な

ス
ト
レ
ス
で
苦
し
み
悩
ん
だ

と
思
う
。
当
時
の
学
校
及
び

教
育
長
の
責
任
感
が
足
り
な

か
っ
た
と
、
教
育
者
の
一
人

と
し
て
反
省
を
し
、
今
後
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

取
り
組
む
。

　
　
第
三
者
委
員
会
報
告
書

を
公
表
す
る
際
に
は
被
害
児

問町
長

教
育
長

問

童
保
護
者
の
所
見
を
添
付
し

て
一
緒
に
載
せ
ら
れ
る
か
。

　
　
保
護
者
の
所
見
は
責
任

を
も
っ
て
調
査
報
告
と
と
も

に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
。

　
　
大
磯
町
は
保
護
者
の
所

見
を
公
表
し
な
い
の
か
。

　
　
保
護
者
が
一
緒
に
公
表

す
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
れ

ば
対
応
す
る
。

　
　
教
育
長
に
答
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
教
育
長
の
権
限
で

公
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

公
表
し
て
説
明
責
任
を
果
た

し
た
い
。

　
　
同
じ
よ
う
に
い
じ
め
が

中
学
校
で
も
続
い
て
い
る
と

い
う
情
報
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
即
調
査
を
す
る
。

答問答問教
育
長

問教
育
長

いじめが中学でも
　　　　　　続いているが

即調査する

大磯町立小学校

石川 則男

　
　
新
庁
舎
整
備
の
進
捗
と

完
成
ま
で
の
防
災
・
減
災
対

応
は
。

　
　
　
事
業
期
間
・
費
用
の

補
正
が
必
要
な
状
況
。
完
成

ま
で
は
現
庁
舎
で
対
策
本
部

を
設
置
。
防
災
拠
点
と
な
る

安
全
・
安
心
の
庁
舎
と
す
べ

く
、
早
期
に
事
業
を
進
め
る
。

　
　
災
害
発
生
時
の
行
政
職

員
・
町
内
事
業
者
の
対
応
は
。

　
　
　
職
員
は
配
備
基
準
の

１
号
か
ら
３
号
で
対
策
業
務
、

大
磯
建
設
協
会
と
は
協
定
に

よ
り
復
旧
対
応
す
る
。

　
　
災
害
発
生
時
、
土
木
事

業
者
が
要
請
で
復
旧
対
応
す

る
こ
と
は
、
区
長
な
ど
に
開

示
す
べ
き
で
は
。

　
　
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
、

問町
長

問町
長

問答

町
民
・
区
長
に
知
ら
せ
る
。

　
　
現
本
庁
舎
内
情
報
シ
ス

テ
ム
の
平
時
含
む
障
害
の
発

生
・
災
害
時
の
対
応
は
。

　
　
　
保
存
デ
ー
タ
の
遠
隔

地
保
管
、
一
部
サ
ー
バ
ー
機

能
の
冗
長
化
で
リ
ス
ク
軽

減
・
早
期
復
旧
の
対
策
を
し

て
い
る
。

　
　
新
庁
舎
整
備
完
了
で
シ

ス
テ
ム
移
行
、
現
状
で
も
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
観
点
か
ら
二
重
化
の

サ
ー
バ
ー
設
置
・
冗
長
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
本
庁
舎
が
被
災
し
た
場

合
、
行
政
事
務
・
サ
ー
ビ
ス

停
止
を
最
小
限
に
す
る
に
は

不
十
分
と
認
識
し
て
お
り
、

対
策
に
取
り
組
む
。

問町
長

問答

防災強化・減災への
　　　　　　　対応は

庁舎・情報系早期整備

（調査し、毛利作成）

大磯町情報システムのイメージ

毛利 泰輔
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職
員
の
働
き
方
改
革
は
。

　
　
　
職
員
の
意
見
に
耳
を

傾
け
就
労
環
境
改
善
を
図
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
自
己
都
合

退
職
者
の
理
由
を
把
握
し
て

い
る
か
。

　
　
業
務
量
の
多
さ
と
人
間

関
係
の
悩
み
と
聞
い
て
い
る
。

自
己
都
合
退
職
者
を
出
さ
な

い
職
場
環
境
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

　
　
危
機
管
理
の
点
か
ら
も

適
正
数
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
急
な
退
職
者
や
休
職
者
、

育
休
を
取
得
す
る
職
員
が
出

た
場
合
に
対
応
で
き
る
職
員

体
制
に
つ
い
て
、
将
来
的
な

定
員
数
へ
の
影
響
も
含
め
た

中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

問町
長

問答問答

　
　
事
業
の
ス
リ
ム
化
は
。

　
　
他
自
治
体
の
情
報
を
集

め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
途
採
用
者
の
昇
格
は
。

　
　
初
任
給
は
高
い
が
昇
格

は
新
卒
者
と
同
じ
規
定
。
す

で
に
社
会
人
経
験
枠
で
入
庁

し
た
職
員
と
の
公
平
性
も
考

慮
し
新
卒
者
よ
り
早
く
昇
格

試
験
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
等
内
容
を
見
直
し
た
い
。

　
　
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ

防
止
対
策
は
。

　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
当
事

者
は
し
て
い
る
と
い
う
意
識

が
薄
く
、
周
囲
は
見
過
ご
し

が
ち
に
な
る
。
研
修
だ
け
で

な
く
、
先
進
自
治
体
の
事
例

も
参
考
に
効
果
的
な
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

町職員の働き方改革は

就労環境の改善を図る

杉並区ハラスメントゼロ宣言ポスター

亀倉 弘美

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
状
況
は
。

　
　
　
令
和
６
年
４
月
時
点

で
71.6
％
で
あ
る
。

　
　
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
マ
イ
ナ

保
険
証
取
得
と
利
用
率
は
。

　
　
　

国
保
の
取
得
者
は

55.8
％
、
利
用
者
は
7.56
％
。
後

期
高
齢
者
は
55
％
と
4.29
％
で

あ
る
。

　
　
12
月
２
日
以
降
今
ま
で

の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
と

い
う
が
、
今
後
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持 

っ
て
い
て
も
最
長
１
年
間
は

使
え
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ 

ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
に

は
資
格
確
認
書
が
送
ら
れ
る
。

問町
長

問町
長

問町
長

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
不
利

益
回
避
の
方
策
は
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
め
ぐ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
報

道
さ
れ
る
中
、
保
険
証
廃
止

で
不
安
や
心
配
が
課
題
と
考

え
て
い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証

を
お
持
ち
の
方
に
も
、
周
知

啓
発
、
窓
口
相
談
も
行
う
。

　
　
資
格
確
認
書
の
有
効
期

限
は
。

　
　
原
則
２
年
で
あ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
い
つ
ま
で
紙
の

保
険
証
を
使
え
る
の
か
。

　
　
有
効
期
限
ま
で
使
え
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
実

態
等
、
周
知
に
工
夫
を
。

　
　
慎
重
に
考
え
対
応
す
る
。

問町
長

問答問答問答

マイナ保険証利用の
　　　　　　混乱回避策は

周知啓発に努める

保険証廃止　どうなるの？

鈴木 京子
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地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

ー
の
選
考
基
準
は
。

　
　
　
社
会
的
信
望
、
学
校

協
働
活
動
に
熱
意
と
識
見
あ

る
人
。

　
　
役
割
は
。

　
　
　
地
域
学
校
協
働
活
動

に
つ
き
、
教
育
委
員
会
の
施

策
に
協
力
、
情
報
共
有
し
、

地
域
住
民
等
に
助
言
、
援
助

を
す
る
。

　
　
選
考
方
法
は
。

　
　
　
　
人
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
人
。
能
力
に
長
け

て
い
る
人
。
校
長
や
教
職
員

の
経
験
者
な
ど
、
地
域
学
校

協
働
活
動
に
経
験
の
あ
る
人
。

　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

ト
ッ
プ
に
見
え
る
や
り
方
で

は
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
。

問町
長

問町
長

問教
育
長

問

　
　
先
頭
に
立
つ
の
で
は
な

く
、
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し

て
の
つ
な
ぎ
役
、
橋
渡
し
役
。

　
　
区
長
は
約
10
万
円
、
民

生
委
員
は
約
６
万
円
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
仕
事
内
容

か
ら
時
給
１
４
８
０
円
で
、

令
和
５
年
度
の
支
払
い
は
。

　
　
二
人
分
で
約
49
万
円
。

　
　
働
く
時
間
は
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
の
か
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
活
動
す
る
時
間

を
自
分
で
決
め
、
報
告
す
る
。

　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

出
す
書
類
の
審
査
・
承
認
は

し
な
い
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
が
内
容
を

確
認
し
助
言
や
指
導
を
し
て

い
る
。

答問答問答問答

地域コーディネーターとは

地域と学校の連絡調整

国府地区区長に配られたチラシ

竹内 恵美子

　
　
直
近
の
北
浜
海
岸
の
海

水
浴
場
の
現
状
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年

は
８
万
７
０
８
０
人
、
平
成

30
年
は
11
万
２
５
３
０
人
、

令
和
５
年
は
２
万
５
０
２
０

人
、
令
和
４
年
は
１
万
６
６

７
５
人
で
あ
っ
た
。

　
　
コ
ロ
ナ
前
の
海
水
浴
客

数
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る

が
、
海
の
家
の
出
店
数
は
。

　
　
４
年
ぶ
り
に
出
店
し
た

昨
年
は
３
軒
、
今
年
の
出
店

予
定
は
３
軒
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
あ
の
広
い
海
水
浴
場
に
、

海
の
家
が
３
軒
と
い
う
の
は
、

や
は
り
寂
し
い
感
じ
が
す
る
。

町
と
し
て
、
組
合
に
対
し
て

増
や
せ
る
よ
う
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
。

問答問答問

　
　
町
と
し
て
は
、
海
の
家

に
関
し
て
指
導
や
監
督
す
る

立
場
に
は
な
い
が
、
潤
い
づ

く
り
協
議
会
な
ど
も
交
え
て
、

話
し
合
い
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
過
去
に
は
「
ビ
ー
チ
フ 

ェ
ス
タ
」
も
あ
っ
た
。
海
水

浴
場
内
で
、
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー

ツ
や
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
新
た

な
取
組
み
や
仕
掛
け
な
ど
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
今
年
の
海
水
浴
客
の
推

移
を
見
な
が
ら
、
ま
ず
は
コ

ロ
ナ
前
の
入
場
者
数
の
10
万

人
に
戻
し
て
い
き
た
い
。
組

合
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

新
た
な
取
組
み
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答問答

海水浴場の
　　にぎわいを取戻すには

新たな取組みを検討

北浜海岸海水浴場

橋本 秀彦
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確
認
を
し
た
い
と
思
う
。

大
磯
港
周
辺
の
取
組
み
な
ど

　
　
大
磯
港
周
辺
の
安
全
安

心
の
対
策
は
。

　
　
　
大
磯
港
は
改
修
か
ら

50
年
が
経
過
。
町
は
指
定
管

理
者
と
し
て
点
検
結
果
を
県

に
状
況
報
告
を
し
、
防
災
機

能
や
設
備
の
万
全
を
期
し
て

い
る
。
今
後
も
県
と
連
携
を

密
に
安
全
な
港
湾
の
維
持
管

理
に
取
り
組
む
。

　
　
漁
業
振
興
の
取
組
み
は
。

　
　
　
漁
業
協
同
組
合
と
連

携
し
、
６
次
産
業
化
の
加
工

場
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
、

国
の
補
助
金
や
建
物
整
備
な

ど
の
各
種
手
続
き
の
協
力
や
、

財
政
面
で
の
支
援
策
も
検
討

し
て
い
く
。

問町
長

問町
長

いじめ問題で
　　　　　圧力を受けたか

関係者から受けたかな

大磯町立小学校

髙橋 英俊

　
　
（
仮
称
）こ
ど
も
計
画
策

定
に
対
す
る
新
教
育
長
の
姿

勢
は
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
児
童

会
・
生
徒
会
と
の
意
見
交
換

の
ほ
か
、
町
関
係
課
と
連
携

し
、
昼
休
み
等
に
多
く
の
声

を
直
接
聞
く
場
も
作
り
た
い
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ

で
は
、
先
進
国
中
で
日
本
だ

け
が
10
代
か
ら
30
代
全
て
の

年
代
で
死
因
1
位
が
自
殺
。

自
己
肯
定
感
を
育
む
た
め
、

幼
児
教
育
か
ら
義
務
教
育
の

接
続
を
充
実
さ
せ
る
に
は
。

　
　
ま
ず
は
町
立
園
年
長
と

町
立
小
学
校
一
年
生
が
う
ま

く
接
続
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

私
立
園
に
も
つ
な
げ
た
い
。

問教
育
長

問答

　
　
提
案
さ
れ
た
チ
ー
ム
担

任
制
の
意
味
合
い
は
。

　
　
　
　
現
在
の
学
級
担
任

制
か
ら
学
年
担
任
制
に
す
る

と
、
相
談
で
き
る
先
生
が
増

え
て
安
心
感
が
高
ま
る
。

住
宅
耐
震
化
と
避
難
訓
練

　
　
費
用
負
担
を
抑
え
人
命

を
守
る
選
択
肢
の
「
耐
震
シ 

ェ
ル
タ
ー
補
強
」
は
町
の
耐

震
化
率
に
含
ま
れ
る
の
か
。

　
　
耐
震
化
率
は
倒
壊
し
な

い
家
屋
数
を
表
す
の
で
、
耐

震
化
率
に
は
入
ら
な
い
。

　
　
平
時
か
ら
想
定
を
超
え

る
避
難
訓
練
が
必
要
で
は
。

　
　
近
く
防
災
訓
練
を
行
う
。

毎
年
同
じ
で
は
な
く
新
し
い

発
想
も
取
り
入
れ
た
い
。

問教
育
長

問答問答

幼児教育と義務教育
　　　　　　接続の充実は

まず町立園・小学校で

保育と教育の質向上は？

庄子 幸太

　
　
教
育
長
に
対
し
て
本
件

い
じ
め
問
題
の
取
組
み
に
つ

い
て
後
ろ
向
き
な
言
動
、
行

動
を
さ
れ
た
方
、
具
体
的
に

は
一
部
現
職
町
会
議
員
が
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
　
　
　
自
分
自
身
が
勝
手

に
圧
力
を
受
け
て
い
る
か
な
、

早
く
結
論
を
出
さ
な
い
と
い

じ
め
問
題
が
膠
着
状
態
に
陥

る
な
と
い
う
焦
り
の
気
持
ち

は
あ
っ
た
。

　
　
教
育
部
長
が
被
害
児
童

保
護
者
を
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア

レ
ン
ト
等
の
趣
旨
の
発
言
を

し
て
い
た
の
は
、
元
議
員
や

現
職
議
員
が
聞
い
て
い
る
。

教
育
長
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

　
　
　
　
事
実
で
あ
れ
ば
、

即
反
省
を
し
て
改
め
る
べ
き
。

問教
育
長

問教
育
長
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般
質
問

　
　
子
ど
も
の
居
場
所
作
り

に
つ
い
て
、
国
が
進
め
る
誰

で
も
通
園
制
度
は
、
親
の
就

労
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
低
年
齢
児
の
居
場
所
づ
く

り
で
あ
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
　
町
と
し
て
も
保
育
士

な
ど
の
人
材
確
保
、
各
園
と

調
整
を
進
め
、
先
行
自
治
体

に
お
け
る
取
組
状
況
や
課
題

を
参
考
に
し
、
大
磯
の
特
色

を
打
ち
出
せ
る
よ
う
、
制
度

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
　
令
和
８
年
度
新
た
な
認

定
こ
ど
も
園
開
園
後
、
幼
児

教
育
・
保
育
施
設
の
考
え
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
待
機
児
童
解

消
の
た
め
、
保
育
の
量
の
確

保
を
中
心
に
対
策
を
講
じ
て

き
た
が
、
今
後
は
量
だ
け
で

は
な
く
、
保
育
の
質
へ
の
取

組
み
も
同
時
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
令
和
８
年
度

に
は
、「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
と
い
う
新
た
な
制
度

が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
在
り
方
は

変
化
を
続
け
て
い
る
。
町
立
、 

私
立
を
問
わ
ず
町
内
の
幼
児

問町
長

問答

教
育
・
保
育
施
設
の
代
表
者

が
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
町

か
ら
の
情
報
提
供
を
行
う

「
公
私
連
携
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
今
年
度
か
ら
開
催
す
る
。

子
ど
も
を
育
む
支
援
の
充
実

に
向
け
綿
密
な
連
携
体
制
を

進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
推
進

こども誰でも通園制度
　　　　　　　町の考えは

充実に向け支援する 二宮 加寿子

　
　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

ー
に
公
共
施
設
等
を
利
用
し

た
夏
休
み
企
画
や
多
世
代
交

流
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
の

提
案
・
実
行
を
期
待
す
る
が
。

　
　
　
　

地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
学
校
と
町
民
の

皆
さ
ま
と
連
携
し
公
共
施
設

等
で
居
場
所
づ
く
り
を
す
る

の
は
良
い
と
考
え
る
。
地
域

や
学
校
か
ら
の
課
題
の
提
起

や
要
望
が
あ
っ
た
場
合
の
解

決
に
あ
た
り
、
つ
な
ぎ
役
と

し
て
協
力
す
る
と
い
う
立
場

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
以
前
、
大
磯
町
に
は
、

夏
休
み
に
農
家
に
宿
泊
し
て

の
農
業
体
験
や
学
校
行
事
の

忍
野
村
体
験
が
あ
っ
た
。
大

磯
町
で
は
都
会
の
子
ど
も
が

問教
育
長

問

夏
休
み
に
農
村
体
験
す
る
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
町
内

で
可
能
と
考
え
る
。
生
活
科

で
野
菜
を
育
て
て
い
る
２
年

生
を
対
象
に
、
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
荘
に
宿
泊

し
、
野
菜
の
収
穫
体
験
や
お

年
寄
り
の
戦
争
体
験
を
聞
く

会
な
ど
、
夏
ら
し
い
事
業
を

行
っ
て
は
。
町
内
な
の
で
、

安
価
で
実
施
可
能
。
ま
た
、

後
に
移
住
に
繋
が
る
農
村
体

験
ビ
ジ
ネ
ス
も
可
能
で
は
。

　
　
関
係
団
体
や
学
校
運
営

協
議
会
等
に
話
し
て
み
た
い
。

　
　
町
長
は
い
か
が
か
。

　
　
　
教
育
部
長
が
御
答
弁

申
し
上
げ
た
と
お
り
。

そ
の
他
の
質
問

〇
町
民
活
動
の
財
政
的
支
援

答問町
長

地域コーディネーターの
　　　　　　　　　役割は

地域と学校の連絡調整

虫窪の世代交流センターさざんか荘

玉虫 志保実

ユニセフの子どもにやさしいまちづくり事業

ユニセフの子どもにやさしいまちづくり事業
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補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

令和６年度　大磯町議会主催　「議会報告会」開催しました
皆さまの声から、国府支所では初めての夜開催を実施！　　ご参加とご意見をいただき、ありがとうございました！

Ａグループ＜観光＞
・�駅前整備のためとは言え、そもそも観光案内所は必要か。今の観光客、町への来訪者は、ＳＮＳやアプ
リを使い目的地を訪れているのでは。

・�大磯町の中で点在している見どころ拠点を結ぶような交通手段があったらいい。
・�駐車場が少ない（多数意見あり）
・�明治記念大磯邸園について運営は指定管理によって行われるとのことだが、町の事業者を選んでほしい。

Ｂグループ＜公共施設・インフラ＞
・�町の掲示板について、議会や議員活動を含め生活をよくするために利用できるようにしてほしい。
・�高齢になると学校に避難しても学校のトイレは使いにくい。避難生活がスムーズに出来るよう、学校の
洋式トイレ化をもっと強く主張してほしい。

・�新庁舎について、期間を決めて急いでやる必要があるのか。明治記念大磯邸園整備のように長期で取り
組んでは。

・�消防庁舎について、馬場地区や西小磯にある土地に造ってはどうか。

Ｃグループ＜福祉・教育＞
・�老老介護は辛いと思う。参らないように柔軟な対応が必要と思う。
・�認知症の介護も大変。孤立しないように地域で支えられるように考えてほしい。気楽に集まれる場所が
必要。ひきこもり・不登校の家族を支えることも必要。

・�議会と市民が一緒に勉強会をしてほしい。町は地域福祉計画を遅れてつくったが、大切なテーマである。
・�教育長が変わった。期待したい。

オンライン参加＜テーマ自由＞
・��大磯幼稚園が民営化されたが、公私連携として町の意向が反映されていくかチェックをしてほしい。

各課題に対しての素朴な疑問や生活者目線のするどいご指摘など、たくさんのご意見が上がりました。

その後、議会では・・
　議会基本条例に基づき、予
算や決算のたび、現在では議
会報告会を開催していますが、
町民の皆さまから自由に意見
を言える場を増やしてほしい
という声が多いことから、形
式にこだわらない対話方法を、
今後検討してまいります。

第２部　テーマ別フリートークでは何が話題になった？

国府支所のようす 保健センターのようす
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補
正
予
算
・
議
案
審
議
・
報
告

賛
否
結
果
・
陳
情

政
務
活
動
費

一
般
質
問

議
会
報
告
会

令和６年度　大磯町議会主催　「議会報告会」開催しました
皆さまの声から、国府支所では初めての夜開催を実施！　　ご参加とご意見をいただき、ありがとうございました！

　�　町職員の給与条例改定について、どのような議論がされたか知りたい。
　�　人事院勧告によるものと町独自の増額分で前年度より約１億７,３００万円増額しました。県内で真ん中
より上を目指しましたが、結果は平均よりも下回り期待には届きませんでした。
　�　新庁舎整備の町債費というのはどのようなものか。
　�　町債費は、確かに町の借金なのですが、今回の町が活用する緊急防災・減災事業債とは、国が借金の
一部を肩代わりしてくれる仕組みになります。
　�　新庁舎整備事業の事業費についての詳細を。
　�　令和６年度は、アドバイザリー業務委託、工事請負費の一部、駐車場の代替である県営駐車場利用
料、駐車場と役場をピストン輸送するバス使用料など、４億6,494万円が計上されています。さらに、
事業継続計画として、令和７年度までに32億5,000万円が建設費として予定されています。
　�　事業費の32億5,000万円には、どこまで含まれるのか。
　�　新庁舎建物の建築費用と現庁舎の解体費用です。一部設備や外構、庁舎内の備品等は別になります。

問
答

問
答

問
答

問
答

●令和６年度当初予算・特別委員会審査の様子と新庁舎整備の現状について報告
　行政から提案された一般会計及び３特別会計、下水道事業会計の概要と予算特別委員会及び本会議での
採決結果、過去最大規模となった一般会計の概要と主な新規・拡充事業を報告しました。
　この事業から特に予算特別委員会で質疑の多かった次の４事業の詳細について説明しました。
　　①…子育て・親育ち支援事業（３歳児きりん教室実施ほか）
　　②大磯式部活動構築事業（町独自の中学校部活動）
　　③観光案内所建替事業（駅前の観光案内所建替）
　　④…消防庁舎建替の検討（予算には計上されていないが関心が高かったため）
●新庁舎整備の経緯と、昨年10月に町が議会へ提示した新たな整備方針について説明

●令和６年５月18日（土）10:00～11:50　保健センター２階研修室
　参加人数　会場　19名　オンライン　２名
●令和６年５月21日（火）18:00～19:50　国府支所２階会議室（夜開催）
　参加人数　会場のみ　10名
●報告内容：第１部 「令和６年度当初予算の審査報告・新庁舎整備事業」
　　　　　　第２部　テーマ別フリートーク（希望選択制）
　　　　　　　Ａグループ＜観光＞
　　　　　　　Ｂグループ＜公共施設・インフラ＞
　　　　　　　Ｃグループ＜福祉・教育＞
　報告に対する質疑やフリートークでは皆さまから活発なご意見を頂きましたのでご紹介します！

第１部　議会からの報告内容と質疑は？

第１回

当日の資料等は
こちら
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【
編
集
後
記
】

３
月

　
25
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
27
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

４
月

　
９
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
15
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
16
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　
19
日　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　
25
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

５
月

　
13
日　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　
15
日　
議
員
全
員
協
議
会

　
16
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り
編
集

　
　
　
　
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　
18
日　
議
会
報
告
会

　
21
日　
議
会
報
告
会

　
22
日　

�
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会
／

　
　
　
　
第
二
次
新
庁
舎
整
備
事
業
特
別
委
員
会

　
28
日　
議
会
運
営
委
員
会

６
月

　
４
日　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
議
案
審
議
等
）

　
６
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
／

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
７
日　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
11
日　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
12
日　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
17
日　
議
員
全
員
協
議
会

　
18
日　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

議
会
の
う
ご
き

表
紙
の
写
真

議会だより編集委員会が新メンバーになっ
て、１年が経ちました。引き続き、研鑽を
重ね、バージョンアップを目指します。

９⺼ 12 日（木）
13 日（金）
17 日（火）
18 日（水）

　決算特別委員会の詳細は、決まり次第、議会
ホームページでお知らせします。

決算特別委員会
８月30日(金)　議案上程等
９月６日(金)　総括質疑
　　９日(月)　一般質問
　　10日(火)　一般質問
　　30日(月)　委員長報告等

湘南ケーブルテレビ
地上デジタルSCN101
チャンネルにて放映
生放送　９時～
再放送　19時～

９月定例会本会議

議会スナップ

議
会

だ
よ

り
発

行
／

大
磯

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
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号

【
発
行
責
任
者
】

議
　
　
長
　
　
吉
川
　
重
雄

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　
庄
子　
幸
太

副
委
員
長　
　
亀
倉　
弘
美

委　
　
員　
　
橋
本　
秀
彦 

石
川　
則
男

毛
利　
泰
輔

お
か
み
ゆ
き

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長　
　
二
宮
加
寿
子

  
待
ち
に
待
っ
た
保
育
施
設
開
園

　
待
機
児
童
の
早
期
解
消
を

目
指
し
、
令
和
６
年
６
月
１

日
か
ら
小
規
模
保
育
施
設�

「
楽
友
庵
」
が
開
園
し
ま
し

た
。
２
年
遅
れ
て
の
待
ち
に

待
っ
た
開
園
に
よ
り
、
子
ど

も
達
の
明
る
い
声
が
響
き
、

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境

が
整
い
ま
し
た
。
楽
友
庵
は

「
健
康
な
心
と
体
を
育
む
保

育
」
を
基
本
方
針
と
し
、
自

然
豊
か
な
大
磯
町
の
空
気
を

吸
い
込
ん
で
、
子
ど
も
達
が

伸
び
伸
び
と
過
ご
せ
る
場
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
新
し
い
議
員
構
成
か
ら
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。
現
委
員

会
メ
ン
バ
ー
は
６
名
で
そ
の

う
ち
４
名
が
新
人
議
員
で
す
。

新
人
議
員
と
し
て
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
新
た
な
視
点

も
取
り
入
れ
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ま
に
読

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。

　
次
号
以
降
も
、
議
会
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　前号第２１８号において、誤りがありま
したので訂正しお詫びいたします。
　11ページ「国民健康保険事業特別会
計繰出金（特定健診分）１６４万円増」
誤：特定健診受診者の増加に伴う国民健
康保険事業特別会計からの繰出金です。
正：特定健診受診者の増加に伴う国民健
康保険事業特別会計への繰出金です。

お詫びと訂正




